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ae感染症の1例．日本呼吸器学会雑誌 42(1)：103-107, 2004
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―．日本化学療法学会雑誌 52(3)：186-195, 2004
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医学会雑誌 79(1)：7-14, 2004

8. 中村茂樹，柳原克紀，金子幸弘，他：リネゾリドが有効で救命し得た劇症型A群β溶連菌感染症の1例．感染症
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紫斑病の1例．日本胸部臨床 63(5)：488-494, 2004

10. 中山聖子，迎　寛，杉山奏子，他：抗精神病薬内服中に多発性肺梗塞症をきたしたシェーグレン症候群の1例．
日本呼吸器学会雑誌 42：975-980, 2004
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症例の検討．心臓 36：619-625, 2004

19. 松下哲朗，門田耕一郎，森永芳智，他：嚥下にて誘発される発作性心房細動の1例．心臓 36(11)：745-748, 2004
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78. 佐々木英祐，河野　茂：かぜ・インフルエンザの臨床　かぜ治療における抗菌薬の役割．臨床と研究 8112()：
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81. 水之江俊治，門田淳一，三戸克彦，他：びまん性汎細気管支炎の呼吸細気管支領域におけるリンパ球アポトー
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1. 土田朋子，松瀬厚人：3. 労作時の胸部不快感を主訴とし虚血性心疾患が疑われた症例．(相沢久道(監修)：日常
診療・呼吸ケアに役立つ肺機能，大学道出版部，福岡，pp. 142-143 所収) 2004

2. 平潟洋一：Ⅱ. 疾患別アプローチ　1．感染症/①肺炎　レジオネラ肺炎．(杉山幸比古(編)：画像でひもとく呼吸
器疾患診療へのアプローチ，文光堂，東京，pp. 34-39 所収) 2004

3. 澤井豊光，杉山幸比古：Ⅱ. 疾患別アプローチ　1．感染症/③真菌症　クリプトコッカス症．(杉山幸比古(編)：
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17. 光武耕太郎：3．感染症　敗血症．(2004今日の治療指針，医学書院，東京，pp. 161-162 所収) 2004
18. 田代隆良：3．感染症　サイトメガロウイルス感染症．(2004今日の治療指針，医学書院，東京，pp. 168-169 所
収) 2004
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2004
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24. 掛屋　弘，河野　茂：Ⅴ. 真菌性人獣共通感染症　2．カンジダ症．(木村　哲，喜田　宏(編)：人獣共通感染症，
医薬ジャーナル社，東京，pp. 291-293 所収) 2004

25. 掛屋　弘，河野　茂：Ⅴ. 真菌性人獣共通感染症　3．クリプトコックス症．(木村　哲，喜田　宏(編)：人獣共
通感染症，医薬ジャーナル社，東京，pp. 294-296 所収) 2004

26. 大野秀明，宮崎義継，河野　茂：78．ペニシリン耐性肺炎球菌感染症．(竹田美文，木村　哲(編)：感染症，朝
倉書店，東京，pp. 323-328 所収) 2004

27. 柳原克紀，河野　茂：Ⅳ. バンコマイシンの適正使用　Q27. 現在検討されている治療薬は？ (公文裕巳(編)：全
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面改訂　バンコマイシン耐性菌戦略Q&A，医薬ジャーナル社，東京，pp. 94-95 所収) 2004
28. 宮崎義継，河野　茂：Ⅳ. バンコマイシンの適正使用　Q29. 日本における適正使用とは？(公文裕巳(編)：全面
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30. 村田育夫：3．感染症　感染性胃腸炎．(2004今日の治療指針，医学書院，東京，pp. 150-152 所収) 2004
31. 水田陽平，山川正規：留置スネアーが離脱しない．(消化器内視鏡のトラブル防止マニュアル，出版社，所在地，

p. 268 所収) 2004
32. 浦松　正，河野　茂，宮崎正信：腎臓病と日常生活　Q57-Q60．(富野康日己(編)：腎臓病がよくわかる Q&A

110 病態と治療の疑問に答える，医歯薬出版，東京，pp. 200-216 所収) 2004
33. 宮崎正信，河野　茂：第2章　IgA腎症の病理・病態生理　病態生理．(富野康日己(編)：新しい診断と治療の
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34. 宮崎正信：講義録　腎臓学．(Renal Medicine, メジカルビュー社，東京，pp. 134-143 所収) 2004
35. 宮崎正信：電解質による症候．(図解腎臓内科学テキスト, 中外医学社，東京，pp. 24-36 所収) 2004
36. 宮崎正信：酸塩基平衡異常．(図解腎臓内科学テキスト, 中外医学社，東京，pp. 37-43 所収) 2004
37. 宮崎正信：Chapter 6 治療に関するQ&A－9.(ファーマナビゲーター慢性腎不全・透析編, メディカルレビュー社，
東京，pp. 348-352 所収) 2004

38. 宮崎正信，中沢将之，中沢有香：11．日常生活を指導するQ192-4(根拠がわかるナースのための透析ケアQ＆A ,
南江堂，pp. 228-230 所収) 2004

39. 古賀成彦，宮崎正信：腎生検．(泌尿器科検査と処置)(泌尿器科周術期管理のすべて, メジカルビュー社，東京，
pp. 398-401 所収) 2004

40. 河野　茂，平潟洋一：感染症．(室内空気質健康影響研究会報告書―シックハウス症候群に関する医学的知見の
整理―，厚生労働省，東京，pp. 138-144 所収) 2004

41. 廣瀬弥幸，宮崎正信，河野　茂：腎臓と尿路の病気　膀胱の病気．(高久史麿他(総合監修)：ビッグ・ドクター
家庭医学大全科，法研，東京，pp. 2175-2184 所収) 2004
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1．河野　茂(主任研究者)，平潟洋一，大野秀明，宮崎義継，田代隆良(研究協力者)：居住環境に基づく感染性疾
患とその予防に関する研究．厚生労働科学研究費補助金がん予防等健康科学総合研究事業　居住環境に基づく
感染性疾患とその予防に関する研究　平成15年度研究報告書，pp. 7-11, 2004

2．河野　茂，泉川公一，宮崎義継：Ⅳ. 臨床班　3．真菌疾患．厚生労働科学研究費補助金　新興・再興感染症研
究事業　生物テロに使用される可能性の高い病原体による感染症の蔓延防止，予防，診断，治療に関する研究
班　平成15年度総括・分担研究報告書，pp. 75-79, 2004

3．安岡　彰，源河いくみ，佐多徹太郎，他：HAART時代の日和見合併症に関する研究．厚生労働科学研究費補助
金エイズ対策研究事業　平成15年度総括・分担研究報告書，pp. 6-9, 2004

4．河野　茂，小林　奨，宮崎義継：経気道感染におけるCryptococcus neoformansの病原因子探索に関する研究．厚
生労働科学研究費補助金エイズ対策研究事業　平成15年度総括・分担研究報告書，pp. 60-67, 2004

5．大久保憲，一山　智，賀来満夫，他：微生物別，感染部位別院内感染発生時の報告のあり方に関する調査．厚
生労働科学研究費補助金厚生労働科学特別研究事業　国，自治体を含めた院内感染対策全体の制度設計に関す
る緊急特別研究　平成15年度総括・分担研究報告書，pp. 39-51, 2004

6．山口恵三，藤本修平，・・・，河野　茂，平潟洋一，他35名：薬剤耐性菌の発生動向のネットワークに関する
検査部門サーベイランス．厚生労働科学研究費補助金新興・再興感染症研究事業　薬剤耐性菌の発生動向のネ
ットワークに関する研究　平成15年度総括研究報告書，pp. 112-133, 2004

7．河野　茂，宮崎義継，大野秀明，濱本昭裕：世界規模でのHIV合併を含む結核対策に関する研究　途上国におけ
る結核の耐性とその予防対策．平成15年度厚生労働省国際医療協力研究委託費　研究報告集，pp. 183-184, 2004

8．角川智之，迎　寛，石井　寛，他：Pirfenidoneの線維化抑制機序に関する検討―特にHSP47発現に及ぼす効果に
ついて―．厚生労働科学研究　特発性間質性肺炎の画期的治療法に関する臨床研究　平成15年度研究報告書，
pp. 38-40, 2004

9．大曲勝久：PBCの進展と治療反応性の予測におけるIgAクラス抗M2抗体の役割に関する研究．厚生労働科学研究
費補助金　難治性疾患克服研究事業　難治性自己免疫性肝疾患の画期的治療法の開発に関する臨床研究　平成
15年度総括・分担研究報告書，pp. 49-50, 2004

10．宮崎正信：可逆性メサンギウム増殖性腎炎におけるアンジオテンシンⅡ型阻害．厚生労働科学研究費補助金
難治性疾患克服研究事業　進行性腎障害に関する調査研究　平成15年度総括・分担研究報告書Ⅱ，分担・各個
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原著論文数一覧

学会発表数一覧

原著論文総数に係る教員生産係数一覧

Impact factor 値一覧

A－a A－b A－c A－d 合計 SCI B－a B－b B－c B－d 合計 総計

2004 83 1 1 0 85 75 37 81 41 10 169 254

2004

A－a

0

A－b

学会
合計

39

B－a

0

合計

132

総計

171

B－b

シンポジウム

381

シンポジウム 学会

7 125

欧文論文総数

論文総数

教員生産係数

（欧文論文）

SCI掲載論文数

欧文論文総数

教員生産係数

（SCI掲載論文）

2004 0.335 7.727 0.882 6.818

Impact factor 教員当たり Impact factor 論文当たり Impact factor

2004 226.235 20.567 3.016




